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た ． 本 論 文 の 一 部 は 第 5 2 回 日 本 小 児 歯 科 学 会 大 会

（ 2 0 1 4 年 ５ 月 1 6 日 ， 東 京 ）， 第 5 3 回 日 本 小 児 歯 科

学 会 大 会 （ 2 0 1 5 年 ５ 月 2 2 日 ， 広 島 ） お よ び 第 2 9

回 日 本 口 腔 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 会 （ 2 0 1 5 年 1 1 月

1 5 日 ， 徳 島 ） に お い て 発 表 し た ．
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緒  言  

 

 口 唇 口 蓋 裂 は 顎 顔 面 領 域 に お い て 最 も 発 生 頻 度

の 高 い 裂 奇 形 で あ る ．本 邦 で は ，お よ そ 出 生 児 5 0 0

～ 6 0 0 人 に 対 し １ 人 の 割 合 で あ る と さ れ て い る 1 ) ．

そ れ ゆ え ， 臨 床 の 場 に お い て も 口 唇 口 蓋 裂 患 者 を

診 る 機 会 は 少 な く な い ． ま た 臨 床 統 計 上 で は ， 左

側 は 右 側 の 約 ２ 倍 ， 女 児 よ り も 男 児 に や や 多 い と

報 告 さ れ て い る 2 - 8 )  ．  

 ま た ， 乳 児 の 吸 啜 は 上 下 顎 ， 舌 ， 口 腔 周 囲 筋 の

協 調 運 動 に よ り ， 乳 房 や 乳 首 の 圧 迫 と 口 腔 内 陰 圧

形 成 に よ る 吸 引 に よ っ て 行 わ れ る 9 ) ． 乳 児 の 吸 啜

運 動 を 観 察 す る こ と は 出 生 前 後 の 機 能 発 達 を 評 価

す る 上 で 重 要 な 指 標 と さ れ て お り 1 0 , 1 1 ) ，健 常 乳 児

の み な ら ず 低 体 重 出 生 児 や 遺 伝 性 疾 患 な ど を 有 す

る 乳 児 の 機 能 発 達 の 診 断 に お い て は 特 に 重 要 と さ

れ て い る 1 2 ) ．  

口 唇 口 蓋 裂 児 で は 唇 裂 や 口 蓋 裂 と い っ た 器 質 的

欠 損 が こ れ ら 協 調 運 動 を 障 害 す る た め ， 哺 乳 困 難

と な る こ と が 多 い 1 3 - 1 5 ) ． し か し ，口 唇 口 蓋 裂 児 に

お け る 治 療 の 評 価 は 形 態 的 評 価 が 多 く 1 6 - 1 9 ) ，生 理

的 機 能 を み た 報 告 は あ ま り 多 く は な い の が 現 状 で

あ る 2 0 ) ． さ ら に ， 吸 啜 機 能 評 価 の な か で も 筋 電 図

を 用 い た 観 察 を 行 っ た 報 告 は 少 な い 2 1 ) ．  

 本 教 室 は こ れ ま で に 乳 児 の 吸 啜 機 能 の 発 達 に つ
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い て ， 吸 啜 圧 や 口 腔 周 囲 筋 活 動 ， 小 型 ビ デ オ カ メ

ラ に よ る 口 腔 内 観 察 な ど を 行 い ， 乳 児 の 吸 啜 機 能

の 発 達 を 明 ら か に し て き た 2 2 - 2 4 ) ．そ れ ら を も と に

仲 岡 と 田 村 2 5 ) は 乳 児 の 成 長 発 育 に よ る 口 腔 周 囲 筋

協 調 パ タ ー ン の 変 化 を 報 告 し て き た ． ま た 口 唇 口

蓋 裂 児 の 吸 啜 機 能 の 特 徴 と し て ，小 倉 ら 2 6 ) は 口 唇

形 成 術 後 に 口 腔 内 陰 圧 相 時 間 が 長 く な る こ と や ，

口 腔 周 囲 筋 総 筋 活 動 量 が 増 大 す る こ と か ら ， 口 唇

形 成 術 は 口 腔 内 の 陰 圧 形 成 に 有 効 で あ る こ と を 報

告 し て き た ．  

 本 研 究 は ， 筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 法 を 用 い た 解

析 に よ り ， 口 唇 口 蓋 裂 児 に お け る 吸 啜 運 動 の 特 徴

と ， 口 腔 周 囲 筋 の 協 調 パ タ ー ン か ら ， 健 常 乳 児 と

の 相 違 点 や 口 唇 形 成 術 の 術 前 ， 術 後 お よ び ３ か 月

後 の 変 化 に つ い て 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た ．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 象 お よ び 方 法  
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１ ． 被 検 児  

 被 検 児 は 藤 田 保 健 衛 生 大 学 病 院 口 唇 口 蓋 裂 セ ン

タ ー に 通 院 中 の 片 側 性 完 全 唇 顎 口 蓋 裂 （ C l e f t  L i p  

a n d  P a l a t e ， C L P ） を 有 す る 男 児 ７ 名 ， 女 児 ３ 名 の

計 1 0 名 で あ る ．裂 型 別 で は 左 側 完 全 唇 顎 口 蓋 裂 児

が ８ 名 ， 右 側 完 全 唇 顎 口 蓋 裂 児 が ２ 名 で あ っ た ．

被 検 児 の 平 均 出 生 体 重 は 2 8 3 5 . 6 ± 3 0 6 . 5 ｇ ， 術 前 検

査 時 週 齢 は 平 均 8 . 2 ± 2 . 3 週 ， 術 後 検 査 時 週 齢 は 平

均 1 0 . 0 ± 2 . 7 週 ， 術 前 検 査 か ら 術 後 検 査 の 期 間 は

1 0 日 ま た は 1 1 日 で あ っ た ． ま た 術 後 ３ か 月 検 査

時 週 齢 は 平 均 2 2 . 2 ± 2 . 3 週 で あ っ た （ 表 １ ）．  

 

表 １  口 唇 口 蓋 裂 児 の 出 生 状 況  

 

L - C L P ： 左 側 完 全 唇 顎 口 蓋 裂 ， R - C L P ： 右 側 完 全 唇 顎 口

蓋 裂  

 口 唇 口 蓋 裂 児 の 中 に は 心 臓 疾 患 や 染 色 体 異 常 な
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ど を 合 併 し て い る 者 も い る が ， そ れ ら の 患 児 は 本

研 究 で は 除 外 し た ． 人 工 乳 は 普 段 母 親 が 患 児 に 与

え て い る も の を ， 人 工 乳 首 は 有 弁 型 （ 大 塚 製 薬 ，

東 京 ） を 使 用 し た （ 図 １ ）．  

ま た 全 身 お よ び 口 腔 内 に 異 常 を 認 め な い 平 均 1 6 . 2

± 2 . 1 週 の 健 常 乳 児 ８ 名 と 比 較 検 討 を 行 っ た ．  

な お 本 研 究 は ， 朝 日 大 学 倫 理 委 員 会 （ № 2 5 1 5 0 ）

お よ び 藤 田 保 健 衛 生 大 学 倫 理 委 員 会 （ 承 認 番 号 1 1

－ 0 4 5 ） の 承 認 を 得 て 実 施 し た ．   

 

 

 

図 １ 有 弁 型 人 工 乳 首  

 

 

 

 

 

 

２ ． 藤 田 保 健 衛 生 大 学 病 院 口 唇 口 蓋 裂 セ ン タ ー に
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お け る 治 療 の 流 れ  

 口 唇 口 蓋 裂 セ ン タ ー に お け る 治 療 の 流 れ を 図 ２

に 示 す ． 初 診 時 に 被 検 児 の 出 生 体 重 や 胎 生 診 断 の

有 無 ， 合 併 症 の 有 無 な ど の 出 生 の 状 況 ， 両 親 の 喫

煙 状 況 ， 口 唇 口 蓋 裂 の 親 族 内 既 往 歴 な ど の 生 活 背

景 の 問 診 ， 被 検 児 の 初 診 時 に お け る 哺 乳 量 や 哺 乳

回 数 ， 哺 乳 時 間 ， 哺 乳 様 式 な ど の 哺 乳 状 況 の 確 認

を 行 っ て い る ．  

ま た ， 哺 乳 床 作 製 の た め の 印 象 採 得 も 行 い ， 印

象 採 得 後 ３ 日 目 に 哺 乳 床 （ 図 ３ ） を 装 着 し 哺 乳 指

導 を 行 う ． 哺 乳 床 の 主 な 役 割 は ， 裂 の あ る 硬 口 蓋

部 を 覆 い 哺 乳 を 補 助 す る こ と と ， 乳 首 が 口 蓋 裂 隙

内 部 に 陥 入 す る こ と に よ り 生 じ る 顎 堤 の 変 形 を 防

止 し ，理 想 的 な 顎 堤 へ と 誘 導 す る こ と で あ る 2 7 - 3 0 ) ．  

 初 診 よ り 約 １ か 月 後 に 形 成 外 科 に 入 院 し ， そ の

２ 日 後 に 口 唇 形 成 術 を 行 う ． 術 式 は T e n i s s o n 変 法

3 1 ) で 行 わ れ る ． 術 後 １ 週 間 は 経 管 栄 養 を 行 い 抜 管

後 に 哺 乳 床 を 装 着 し た 状 態 で の 経 口 哺 乳 を 再 開 す

る ． 退 院 後 は １ か 月 毎 に 定 期 健 診 を 行 い ， 哺 乳 状

況 や 体 重 増 加 の 確 認 お よ び 哺 乳 床 の 調 整 を 行 っ て

い る ．  
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図 ２  藤 田 保 健 衛 生 大 学 病 院 口 唇 口 蓋 裂 セ ン タ ー

に お け る 治 療 の 流 れ  

 

  

 

 

 

図 ３  哺 乳 床  
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３ ． 検 査 方 法  

 機 能 検 査 は 口 唇 形 成 術 前 ， 術 後 ， ３ か 月 後 の 計

３ 回 実 施 し た ． 初 診 よ り 約 １ か 月 後 の 入 院 当 日 の

夕 方 に 術 前 の 計 測 を 行 っ た ． 術 後 約 １ 週 間 は 経 管

栄 養 で あ る た め 哺 乳 床 は 装 着 し て お ら ず ， 経 口 哺

乳 再 開 日 の 午 後 に 哺 乳 床 を 装 着 し た 状 態 で 術 後 の

機 能 検 査 を 行 っ た ． 退 院 後 は １ か 月 毎 に 定 期 健 診

を 行 い ， 術 後 ３ か 月 が 経 過 し た 定 期 健 診 時 に 再 度

機 能 検 査 を 行 っ た ． な お ， 検 査 に つ い て は 被 検 児

に 危 険 性 が な い こ と を 十 分 に 説 明 し ， 保 護 者 の 同

意 を 得 た 上 で 実 施 し た ．  

計 測 は 藤 田 保 健 衛 生 大 学 病 院 脳 波 検 査 室 内 の 椅

子 に 母 親 を 腰 掛 け さ せ ， 普 段 と 同 様 の 姿 勢 お よ び

乳 児 の 位 置 で 授 乳 を 行 わ せ て 実 施 し た ．  

 筋 活 動 の 計 測 に 用 い る 電 極 の 貼 付 に 際 し て は 被

検 児 が 乳 児 で あ る こ と を 考 慮 し ， 皮 膚 の 清 掃 に は

薬 品 を 使 用 せ ず ， ぬ る ま 湯 に 浸 し た 脱 脂 綿 に て 清

掃 を 行 い ， 電 極 ペ ー ス ト を 介 し て 接 着 カ ラ ー を 用

い て 固 定 し た ． 不 関 電 極 は 乳 児 の 脚 部 お よ び 母 親

の 前 腕 部 に 設 定 し た ．   
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図 ４  本 研 究 に お け る ブ ロ ッ ク ダ イ ヤ グ ラ ム  

 

 

 

図 ５  検 査 風 景  

 

筋 活 動 は 被 検 児 の 左 右 側 頭 筋（ t e m p o r a l  m u s c l e ，

T M ）， 咬 筋 （ m a s s e t e r  m u s c l e ， M M ）， 唇 裂 の 部 位

と 反 対 側（ 健 側 ）の 口 輪 筋（ o r b i c u l a r i s  o r i s  m u s c l e ，

O M ）， 舌 骨 上 筋 群 （ s u p r a h y o i d  m u s c l e s ， S M ） の ６

筋 よ り 口 腔 周 囲 筋 活 動 を 計 測 し た ． 筋 活 動 は 直 径

８ m m ， 電 極 間 距 離 1 6 m m の 双 極 表 面 銀 電 極
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（ N T - 2 1 5 U ， 日 本 光 電 ， 東 京 ） を 触 診 に よ り 各 筋

の 走 行 に 平 行 に 貼 付 し 時 定 数 0 . 0 1 s ， 3 0 0 H z の 高 域

遮 断 周 波 数 お よ び 6 0 H z の 低 域 遮 断 周 波 数 の 条 件 下

3 2 ) で 脳 波 計（ N e u r o f a x  E E G - 1 2 0 0 ，日 本 光 電 ，東 京 ）

に 導 出 し た ． 脳 波 計 で 保 存 し た テ キ ス ト 形 式 は

P o w e r L a b 解 析 プ ロ グ ラ ム（ C h a r t 5
® ，A D I n s t r u m e n t s ，

D u n e d i n ， N e w  Z e a l a n d （ C h a r t ）） で 直 接 解 析 す る

こ と が で き な い た め ， 取 り 込 み 可 能 な テ キ ス ト 形

式 に 変 換 し た 後 ， 分 析 を 行 っ た ． 図 ４ に 本 研 究 の

ブ ロ ッ ク ダ イ ヤ グ ラ ム を ，図 ５ に 検 査 風 景 を 示 す ．  

 

４ ． 計 測 方 法  

 計 測 は 堀 川 ら 2 3 ) の 方 法 に 従 い ，吸 啜 開 始 時 の 比

較 的 安 定 し た リ ズ ム を 示 す 連 続 す る 1 0 波 形 を 対 象

と し た ． ま た １ 吸 啜 サ イ ク ル は 全 波 整 流 波 形 上 の

側 頭 筋 あ る い は 咬 筋 の 波 形 を 基 準 と し ， 吸 啜 時 筋

活 動 の 各 バ ー ス ト の 立 ち 上 が り か ら 次 の 立 ち 上 が

り ま で と し た ．  

 解 析 は 仲 岡 と 田 村 2 5 ) の 方 法 に 従 い ， C h a r t 上 で

全 波 整 流 処 理 し た 後 ，１ 吸 啜 サ イ ク ル を 1 0 分 割 し ，

そ の 各 区 間 の 積 分 値 を ヒ ス ト グ ラ ム に 表 示 ， 各 値

の 前 後 を 平 均 す る ２ 区 間 移 動 平 均 処 理 に よ り ス ム

ー ジ ン グ 処 理 を し ，筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 を 得 た ．

ま た ， １ 吸 啜 サ イ ク ル を 1 0 0 ％ と し て ノ ー マ ラ イ

ズ し た （ 図 ６ ）．  
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図 ６  波 形 処 理 方 法  

 

５ ． 統 計 方 法  

 統 計 処 理 は ， 分 散 分 析 （ A N O V A ） お よ び 多 重 比

較 検 定 （ T u r k e y - K r a m e r 法 ， S c h e f f e ’ s  F  t e s t ） を 用

い ， 対 応 あ る 変 化 を し て い る パ ラ メ ー タ に つ い て

は p a i r e d - t 検 定 に よ る 統 計 的 評 価 を 行 い ， 危 険 率

５ ％ 以 下 を 有 意 と 判 定 し た ．  
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結  果  

 

１ ． １ 吸 啜 サ イ ク ル 時 間  

 １ 吸 啜 サ イ ク ル 時 間 は ， 健 常 乳 児 群 の 平 均

7 2 3 . 3 m s と 比 較 す る と 術 前 群 は 5 2 1 . 2 m s ，術 後 群 は

5 6 1 . 4 m s ， ３ か 月 後 群 は 5 6 1 . 1 m s で あ り ， 口 唇 口 蓋

裂 児 群 は ３ 群 と も 健 常 乳 児 群 よ り 有 意 に 短 か っ た

（ p ＜ 0 . 0 5 ）． ま た 口 唇 口 蓋 裂 児 群 は 術 前 と 比 較 し

術 後 で 延 長 傾 向 が み ら れ た が ， 有 意 な 差 は 認 め ら

れ な か っ た ． 術 後 群 と ３ か 月 後 群 と で は １ 吸 啜 サ

イ ク ル 時 間 の 変 化 は ほ と ん ど 認 め ら れ な か っ た（ 図

７ ）．  

 

 

図 ７  １ 吸 啜 サ イ ク ル 時 間  
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２ ． ピ ー ク 時 筋 活 動 量  

表 ２ に 各 口 腔 周 囲 筋 に お け る ピ ー ク 時 筋 活 動 量

を 示 す ．  

 口 輪 筋 に お い て は 健 常 乳 児 群 が 平 均 1 . 8 8 µ V で あ

っ た の に 対 し ，術 前 群 は 2 . 1 2 µ V ，術 後 群 は 3 . 4 5 µ V ，

３ か 月 後 群 は 3 . 4 7 µ V で あ り ，術 後 群 ，３ か 月 後 群

は 健 常 乳 児 群 お よ び 術 前 群 よ り 有 意 に 大 き な 値 を

示 し た （ p ＜ 0 . 0 5 ）． ま た 術 前 群 は 健 常 乳 児 群 と 比

較 し て ， 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 舌 骨 上 筋 群 に お い て は 健 常 乳 児 群 が 平 均 2 . 4 8 µ V

で あ っ た の に 対 し ， 術 前 群 は 1 . 6 0 µ V ， 術 後 群 は

1 . 5 2 µ V ，３ か 月 後 群 は 1 . 5 4 µ V で あ り ，口 唇 口 蓋 裂

児 群 は 健 常 乳 児 群 と 比 較 し て 有 意 に 小 さ い 活 動 を

示 し た （ p ＜ 0 . 0 5 ）． 口 唇 口 蓋 裂 群 内 で は ３ 群 間 に

差 は 認 め ら れ な か っ た ．  

ま た ，側 頭 筋 と 咬 筋 で は 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  
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表 ２  ピ ー ク 時 筋 活 動 量 （ µ V ） の 平 均 値 と 標 準 偏

差  

 

３ ． ピ ー ク 時 間  

 １ 吸 啜 サ イ ク ル 時 間 中 の 各 筋 に お け る ピ ー ク 時

間 の 平 均 値 を 表 ３ に 示 す ．  

 舌 骨 上 筋 群 に お い て は 健 常 乳 児 群 で 平 均

5 2 8 . 8 m s で あ っ た の に 対 し ， 術 前 群 は 3 0 0 . 8 m s ， 術

後 群 は 3 0 6 . 4 m s ， ３ か 月 後 群 は 3 2 5 . 3 m s で あ り ，

口 唇 口 蓋 裂 児 群 は ３ 群 と も 健 常 乳 児 群 と 比 較 し て

有 意 差 が 認 め ら れ た （ p ＜ 0 . 0 5 ）． こ れ は ， 口 唇 口

蓋 裂 児 群 は ３ 群 と も 健 常 乳 児 群 に 比 べ て ピ ー ク 時

間 が よ り 前 方 に 位 置 し て い る こ と を 示 し て い る ．  

 側 頭 筋 ， 咬 筋 お よ び 口 輪 筋 は ， 差 が 認 め ら れ な

か っ た ．  
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表 ３  ピ ー ク 時 間 （ m s ） の 平 均 値 と 標 準 偏 差  

 

 

４ ． ピ ー ク 時 間 割 合  

 表 ４ に 各 口 腔 周 囲 筋 に お け る ピ ー ク 時 間 を １ 吸

啜 サ イ ク ル 中 の 割 合 で み た 場 合 の 結 果 を 示 す ．   

 舌 骨 上 筋 群 に お い て は 健 常 乳 児 群 は 平 均 8 7 . 5 ％

で あ っ た の に 対 し ， 術 前 群 は 5 7 . 1 ％ ， 術 後 群 は

5 5 . 9 ％ ， ３ か 月 後 群 は 5 7 . 9 ％ と い ず れ も ピ ー ク 時

間 割 合 は 5 0 ％ 台 と ， １ 吸 啜 サ イ ク ル の 中 盤 付 近 に

位 置 し て お り ， 健 常 乳 児 群 と 比 較 し て 有 意 差 が 認

め ら れ た （ p ＜ 0 . 0 1 ）．  

 ま た 側 頭 筋 ， 咬 筋 お よ び 口 輪 筋 で は 差 は 認 め ら

れ な か っ た （ 表 ４ ）．  
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表 ４  各 筋 に お け る ピ ー ク 時 間 割 合  

 

 

 

さ ら に ， 口 腔 周 囲 筋 の 活 動 を 明 瞭 化 す る た め に

C L P 術 前 ， 術 後 ， ３ か 月 後 群 と 健 常 児 群 の 各 筋 に

お け る 筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 を 図 ８ ～ 1 1 に 示 す ．

細 線 は 個 々 の 積 分 値 移 動 曲 線 ， 太 線 は 平 均 値 を 表

し て い る ． 本 方 法 を 用 い る こ と で １ 吸 啜 サ イ ク ル

に お け る ピ ー ク 位 置 が 視 覚 的 に よ り 明 瞭 と な っ た ．  
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図 ８  各 筋 の 積 分 値 移 動 曲 線 （ 術 前 ）  

 

 

図 ９  各 筋 の 積 分 値 移 動 曲 線 （ 術 後 ）  
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図 1 0  各 筋 の 積 分 値 移 動 曲 線 （ ３ か 月 後 ）  

 

 

図 1 1  各 筋 の 積 分 値 移 動 曲 線 （ 健 常 乳 児 ）  
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５ ． 口 腔 周 囲 筋 協 調 パ タ ー ン の 比 較  

 筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 を 用 い て 口 唇 形 成 術 前 ，

術 後 ， ３ か 月 後 お よ び 健 常 乳 児 の 口 腔 周 囲 筋 協 調

パ タ ー ン の 比 較 を 行 っ た （ 図 1 2 ）．  

 健 常 乳 児 の 筋 活 動 量 は 舌 骨 上 筋 群 が 最 も 大 き く ，

そ の 活 動 の ピ ー ク 位 置 も 後 半 に あ っ た ．  

 一 方 口 唇 口 蓋 裂 児 は い ず れ の 時 期 に お い て も 口

輪 筋 の 活 動 が 最 大 で あ り ， 舌 骨 上 筋 群 の ピ ー ク 位

置 は 健 常 乳 児 よ り も 前 方 に あ り ， １ 吸 啜 サ イ ク ル

の 中 盤 付 近 に 位 置 し て い た ．  

 

 

図 1 2  口 腔 周 囲 筋 協 調 パ タ ー ン の 比 較  
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６ ． 各 筋 に お け る 積 分 値 移 動 曲 線 の 変 化  

 口 腔 周 囲 筋 ４ 筋 に お け る 口 唇 形 成 術 前 ， 術 後 ，

３ か 月 後 の 積 分 値 移 動 曲 線 の 変 化 と 健 常 乳 児 と の

比 較 を 図 1 3 に 示 す ．  

 口 唇 口 蓋 裂 児 の 口 輪 筋 は 健 常 乳 児 と ほ と ん ど 変

わ ら な か っ た が ， 術 後 ， ３ か 月 後 と 筋 活 動 が 増 大

す る 傾 向 が 認 め ら れ た ．  

 し か し ， 口 唇 口 蓋 裂 児 の 舌 骨 上 筋 群 は 術 前 ， 術

後 ， ３ か 月 後 と も 大 き な 変 化 は み ら れ ず ， 筋 活 動

量 は 小 さ い ま ま だ っ た ． ま た 健 常 乳 児 と 比 較 し て

積 分 値 移 動 曲 線 の 起 伏 が 不 明 瞭 な 傾 向 が 認 め ら れ

た ．  

 側 頭 筋 と 咬 筋 に 関 し て 差 は 認 め ら れ な か っ た ．  

 

図 1 3  各 筋 に お け る 積 分 値 移 動 曲 線 の 比 較  
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考  察  

 

 口 唇 口 蓋 裂 は 口 唇 お よ び 口 蓋 部 で 裂 が 存 在 す る

部 位 と 程 度 に よ っ て 裂 型 分 類 さ れ て お り 3 3 ) ，臨 床

的 に は 片 側 性 完 全 唇 顎 口 蓋 裂 ， 両 側 性 完 全 唇 顎 口

蓋 裂 ， 片 側 性 不 完 全 唇 顎 口 蓋 裂 ， 両 側 性 不 完 全 唇

顎 口 蓋 裂 な ど に 区 別 さ れ る こ と が 多 い ． 唇 裂 は 片

側 性 ， 両 側 性 ， 正 中 の 区 別 が な さ れ ， 口 蓋 裂 に つ

い て も 完 全 裂 ，不 完 全 裂 ，硬 軟 口 蓋 裂 ，軟 口 蓋 裂 ，

口 蓋 垂 裂 ， 粘 膜 下 口 蓋 裂 な ど に 区 別 さ れ る ． 裂 型

別 の 発 生 頻 度 に 関 し て は ， 本 邦 で は 唇 顎 口 蓋 裂 が

4 5 ％ を 占 め ，唇 裂 ま た は 口 蓋 裂 単 独 は 2 0 ％ で あ り ，

唇 顎 口 蓋 裂 が 最 も 多 い 2 - 8 ) ． そ の 中 で も 片 側 性 完

全 唇 顎 口 蓋 裂 が 最 も 発 生 頻 度 が 高 い た め ， 本 研 究

で も 片 側 性 完 全 唇 顎 口 蓋 裂 児 を 対 象 と し た ．  

今 回 使 用 し た 有 弁 型 人 工 乳 首 は 咬 合 型 の 吸 啜 を

意 識 し て 作 ら れ た 乳 首 で あ り ， 乳 首 頸 部 に 横 裂 口

を 有 す る 隔 膜 弁 が 設 け ら れ て い る ． 隔 膜 弁 よ り 先

端 を 上 下 方 向 に 圧 を 加 え る と 乳 汁 が 勢 い よ く 噴 出

す る の を 特 徴 と し て い る ． 口 唇 口 蓋 裂 児 は 口 蓋 裂

が あ る た め 口 腔 内 陰 圧 形 成 が 困 難 で ， 吸 引 型 の 乳

首 で は 哺 乳 困 難 と な る こ と が 予 想 さ れ る ． ま た 有

弁 型 人 工 乳 首 で の 哺 乳 は 直 接 母 乳 哺 乳 に 近 い 筋 活

動 量 を 示 す こ と が 明 ら か に さ れ て い る 3 4 ) ．よ っ て

口 唇 口 蓋 裂 セ ン タ ー で は 従 来 か ら 有 弁 型 人 工 乳 首
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の 使 用 を 推 奨 し ， 現 在 に 至 っ て い る ． そ の た め 本

研 究 に お い て も 有 弁 型 人 工 乳 首 を 使 用 し て い る 健

常 乳 児 を 比 較 検 討 の 対 象 と し た ．  

口 腔 周 囲 筋 活 動 と し て 本 研 究 で は 側 頭 筋 ，咬 筋 ,  

口 輪 筋 ，舌 骨 上 筋 群 の ４ 筋 2 3 , 2 4 , 3 4 - 3 8 ) を 観 察 し た ．

出 生 直 後 の 乳 児 の 吸 啜 運 動 は 機 能 的 に 顔 面 神 経 の

支 配 が 強 い こ と か ら 口 輪 筋 の 観 察 が 必 要 で あ り ，

同 時 に 顎 も 活 発 に 動 か し て い る こ と か ら ， 舌 骨 上

筋 群 も 観 察 す る こ と と し た ． 側 頭 筋 と 咬 筋 は 両 側

に 電 極 を 貼 付 し て 計 測 を 行 っ た が ， こ の ２ 筋 は 左

右 差 が な い こ と が 小 倉 ら 2 6 ) の 報 告 か ら 明 ら か に さ

れ て い る ． よ っ て 本 研 究 に お い て 側 頭 筋 お よ び 咬

筋 は 健 側 の み を 分 析 対 象 と し た ．  

 乳 児 の 吸 啜 運 動 時 の 口 腔 周 囲 筋 活 動 観 察 を 行 っ

た も の に は 松 下 ら 3 7 ) ， T a m u r a ら 3 5 , 3 6 ) の 報 告 が あ

る ． し か し 彼 ら は １ 波 形 ご と に 計 測 し た も の で は

な く ， 前 半 の 明 瞭 な 立 ち 上 が り を 参 考 に 計 測 し 計

算 上 で １ 波 形 の 吸 啜 サ イ ク ル 時 間 を 求 め た も の で

あ っ た ． こ の 方 法 は 筋 電 図 原 波 形 上 の 活 動 時 と 非

活 動 時 の 区 別 が 不 明 瞭 で ， そ の 視 覚 的 識 別 は 困 難

で あ る ． さ ら に １ 吸 啜 サ イ ク ル 内 で の ご く 短 い 時

間 に お け る 各 筋 の 協 調 を み る こ と は 困 難 で あ る ．

そ の た め ， 筋 活 動 量 お よ び 時 間 変 化 を 同 時 に 定 量

す る こ と で ， 各 筋 の 立 ち 上 が り や 減 衰 お よ び 各 筋

の 協 調 パ タ ー ン が 視 覚 的 に 明 瞭 と な る た め 本 研 究
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に お い て 筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 法 を 分 析 方 法 と し

て 選 択 し た ．  

１ 吸 啜 サ イ ク ル 時 間 に つ い て は ， 口 唇 口 蓋 裂 児

は ３ 群 と も 健 常 乳 児 群 よ り 有 意 に 短 か っ た （ p ＜

0 . 0 5 ）． ま た 口 唇 口 蓋 裂 児 群 は 術 前 と 比 較 し 術 後 で

延 長 傾 向 が み ら れ た も の の ， 術 後 ３ か 月 が 経 過 し

て も 差 は 認 め ら れ な か っ た ． 今 回 ， 口 唇 口 蓋 裂 児

の １ 吸 啜 サ イ ク ル 時 間 が 口 唇 形 成 後 に 延 長 傾 向 を

示 し た も の の ， 健 常 乳 児 群 よ り 有 意 に 短 か っ た の

は ， 哺 乳 床 を 装 着 す る こ と で 口 腔 内 容 積 が 小 さ く

な り ， 人 工 乳 の １ 回 の 取 り 込 み 量 が 少 な く な っ た

た め と 考 え ら れ た ． 哺 乳 床 は 口 唇 口 蓋 裂 児 の 顎 裂

部 か ら 硬 口 蓋 ま で を 覆 う こ と に よ っ て 哺 乳 を 補 助

す る だ け で な く ， 顎 堤 誘 導 の 作 用 も 兼 ね 備 え て い

る 2 7 - 3 0 ) ．よ っ て 口 唇 形 成 術 後 も 哺 乳 時 の 装 着 は 継

続 し ， 離 乳 が 完 了 す る ま で は 使 用 す る こ と と な る

た め ， 口 腔 内 容 積 は 健 常 乳 児 よ り も 小 さ く ， 術 後

お よ び ３ か 月 後 も １ 吸 啜 サ イ ク ル 時 間 は 健 常 乳 児

に 近 い 値 を 示 す こ と は な か っ た と 考 え ら れ た ．  

 ピ ー ク 時 筋 活 動 量 に つ い て は ， 口 唇 口 蓋 裂 児 の

口 輪 筋 は 術 前 に お い て は 健 常 乳 児 と 差 が な か っ た

の に 対 し ， 口 唇 形 成 を 行 う こ と で 有 意 に 増 大 し て

い た ． し か し 舌 骨 上 筋 群 に お い て は 術 前 ， 術 後 ，

３ か 月 後 と も 健 常 乳 児 よ り 有 意 に 小 さ い 活 動 量 を

示 し た ．  
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口 唇 口 蓋 裂 児 の 口 輪 筋 は 線 維 束 の 不 連 続 お よ び

走 行 異 常 を 示 し て い る 3 9 ) ．口 唇 形 成 術 の 目 的 は 口

唇 外 鼻 形 態 の 修 復 で あ る が ， そ の 際 に 口 輪 筋 の 走

行 を 改 善 し ， 連 続 性 を 構 築 す る こ と が 正 常 な 上 唇

運 動 を 付 与 す る 上 で 必 要 と さ れ て い る 3 9 ) ．口 輪 筋

の ピ ー ク 時 筋 活 動 量 が 術 前 に お い て 健 常 乳 児 と 差

が な か っ た の に 対 し ， 術 後 と ３ か 月 後 で は 健 常 乳

児 お よ び 術 前 と 比 較 し て 有 意 に 増 大 し て い た ． こ

れ は 口 唇 形 成 術 を 行 い ， 上 唇 形 態 修 復 お よ び 口 輪

筋 構 築 が な さ れ た こ と に よ り ， 口 輪 筋 線 維 に 強 く

張 力 が か か っ た 3 9 ) た め と 考 え ら れ た ．  

ま た こ れ ま で の 研 究 か ら ， 側 頭 筋 ， 咬 筋 ， 口 輪

筋 ， 舌 骨 上 筋 群 の ４ 筋 を 比 較 す る と ， 舌 骨 上 筋 群

が 最 も ピ ー ク 時 の 筋 活 動 が 大 き く ，次 い で 口 輪 筋 ，

そ し て 側 頭 筋 お よ び 咬 筋 の 順 で あ る こ と が 明 ら か

と な っ て い る 2 5 ) ． こ の 理 由 と し て ， 吸 啜 運 動 は 圧

出 と 吸 引 を 繰 り 返 す ２ 相 性 の 動 き か ら な る こ と が

知 ら れ て い る が 4 0 ) ，こ の 圧 出 お よ び 吸 引 も 主 に 舌

が 関 与 し て い る ． 健 常 乳 児 の 吸 啜 は 舌 中 央 部 を 隆

起 さ せ ，続 い て そ の 隆 起 を 後 方 へ と 移 動 さ せ た 後 ，

舌 基 底 部 が 大 き く 下 降 す る ， い わ ゆ る 蠕 動 様 運 動

に よ り 行 わ れ る ． 堀 川 ら 2 3 ) ， T a m u r a ら 4 1 ) は 下 顎

の 下 制 に よ り 舌 が 下 降 す る 際 ， 吸 啜 波 は 最 大 陰 圧

を 示 し ， 舌 骨 上 筋 群 の 活 動 が 最 も 著 明 に な る こ と

か ら ， 吸 啜 運 動 に お い て 舌 の 運 動 が 重 要 な 役 割 を
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果 た し て い る こ と を 報 告 し て い る ． し か し ， 口 唇

口 蓋 裂 児 は こ の 舌 の 蠕 動 様 運 動 が 健 常 乳 児 ほ ど 明

瞭 で は な い こ と が 観 察 さ れ て い る 2 6 ) ．口 唇 口 蓋 裂

児 は 口 唇 形 成 術 に よ り 唇 裂 は 閉 鎖 し た も の の ， 口

蓋 裂 は 依 然 と し て 存 在 し て い る と い う 形 態 的 特 徴

か ら ， 哺 乳 床 で 人 工 乳 首 を 押 し 潰 し て 乳 汁 の 圧 出

を 行 う こ と は で き る が ， 吸 引 を 行 う こ と は 困 難 で

あ る こ と が 予 測 さ れ た ． 加 え て 口 唇 口 蓋 裂 児 は そ

の 解 剖 学 的 特 徴 か ら ， 口 蓋 帆 挙 筋 ， 口 蓋 帆 張 筋 ，

上 咽 頭 収 縮 筋 な ど に よ る 鼻 咽 腔 閉 鎖 が 不 可 能 で あ

る 4 2 ) ．哺 乳 床 は 硬 口 蓋 ま で し か 覆 う こ と が で き ず ，

軟 口 蓋 か ら 鼻 咽 腔 に か け て は 裂 が 存 在 し て い る た

め ， 哺 乳 床 を 装 着 し て い て も 完 全 な る 鼻 咽 腔 閉 鎖

機 能 は 得 ら れ な い ． よ っ て 健 常 乳 児 の よ う な 陰 圧

形 成 は 不 可 能 で あ る こ と か ら ， 舌 の 大 き な 下 降 は

な く 2 6 ) ，ピ ー ク 時 の 筋 活 動 量 は 小 さ く な っ た と 考

え ら れ た ．  

口 唇 口 蓋 裂 児 の 筋 活 動 ピ ー ク 時 間 お よ び ピ ー ク

割 合 （ ％ ） に つ い て は 側 頭 筋 ， 咬 筋 お よ び 口 輪 筋

は 健 常 乳 児 と 同 様 に １ 吸 啜 サ イ ク ル の 前 半 に 位 置

し て い た が ， 舌 骨 上 筋 群 は 中 盤 に 位 置 し て い た ．

ま た ， こ の 結 果 は 術 前 ， 術 後 ， ３ か 月 後 も 変 化 し

て い な か っ た ． 健 常 乳 児 群 に お い て は 側 頭 筋 ， 咬

筋 お よ び 口 輪 筋 は １ 吸 啜 サ イ ク ル の 前 半 に 位 置 し

て お り ， 舌 骨 上 筋 群 は 後 半 に 位 置 し て い た こ と が
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堀 川 ら 2 3 ) に よ っ て 報 告 さ れ て い る ． し か し ， 健 常

乳 児 の 吸 啜 は 前 述 の 舌 の 蠕 動 様 運 動 に よ り 行 わ れ

る が ，小 倉 ら 2 6 ) の 報 告 か ら も 口 唇 口 蓋 裂 児 は 吸 啜

時 の 舌 運 動 が 小 さ く ， 蠕 動 様 運 動 も 健 常 乳 児 ほ ど

顕 著 で は な い こ と が 確 認 さ れ て い る ． よ っ て ， 口

腔 の 前 方 に あ る 口 輪 筋 か ら 代 償 的 に 口 腔 内 陰 圧 形

成 を 行 う 力 が 加 わ る こ と で ， 舌 骨 上 筋 群 の 活 動 は

小 さ く ， ピ ー ク が 中 盤 に 位 置 し て い た と 考 え ら れ

た ．  

筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 を 用 い て 術 前 ， 術 後 ， ３

か 月 後 の 口 腔 周 囲 筋 協 調 パ タ ー ン を 健 常 乳 児 の 協

調 パ タ ー ン と 比 較 す る と ， 舌 骨 上 筋 群 が 最 も 大 き

く 活 動 し て い た 健 常 乳 児 に 対 し ， 口 唇 口 蓋 裂 児 は

口 輪 筋 が 最 も 大 き く 活 動 し て お り ， 口 唇 形 成 後 に

よ り 顕 著 と な る こ と が わ か っ た ． 加 え て ， 舌 骨 上

筋 群 の 活 動 ピ ー ク 位 置 の 違 い も 明 瞭 と な っ た ． こ

の こ と か ら ，筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 法 を 用 い る と ，

口 唇 口 蓋 裂 児 と 健 常 乳 児 と の 吸 啜 運 動 時 の 筋 協 調

パ タ ー ン の 相 違 点 が 視 覚 的 に 明 瞭 化 さ れ ， 口 唇 形

成 術 前 ， 術 後 ， ３ か 月 後 の 時 間 経 過 に よ る 筋 協 調

パ タ ー ン の 変 化 に つ い て の 観 察 も ， よ り 容 易 に 行

え る よ う に な っ た と 考 え ら れ た ．  

次 に ， 各 筋 に お け る 筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 の 経

時 的 変 化 の 観 察 と 健 常 乳 児 と の 比 較 を 行 っ た と こ

ろ ， 術 前 は 健 常 乳 児 と ほ と ん ど 差 が な か っ た 口 輪
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筋 が 口 唇 形 成 後 に 筋 活 動 量 が 増 大 す る こ と も 明 ら

か と な っ た ．一 方 ，舌 骨 上 筋 群 の 活 動 量 は 小 さ く ，

曲 線 の 起 伏 は 健 常 乳 児 よ り も 不 明 瞭 で ， 経 時 的 変

化 は ほ と ん ど 認 め ら れ な か っ た ． こ の こ と か ら ，

筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 を 用 い て 各 筋 を 比 較 す る こ

と で ， 口 唇 形 成 に よ る 筋 活 動 量 の 変 化 お よ び 健 常

乳 児 と の 相 違 点 を 視 覚 的 に よ り 明 瞭 に 観 察 す る こ

と が 可 能 に な り ， 口 唇 口 蓋 裂 児 を も つ 保 護 者 の 育

児 支 援 の 観 点 か ら も ， 適 切 な 哺 乳 指 導 を 行 う う え

で 有 用 な も の と な る 可 能 性 が あ る ．  
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結  論  

 

 本 研 究 で は 筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線 を 用 い て 口 唇

口 蓋 裂 児 に お け る 吸 啜 運 動 の 特 徴 と 口 腔 周 囲 筋 活

動 の 協 調 パ タ ー ン か ら 健 常 乳 児 と の 相 違 点 や 口 唇

形 成 が 及 ぼ す 変 化 に つ い て 検 討 を 行 っ た ．  

そ の 結 果 ， 以 下 の 結 論 を 得 た ．   

１ ） 口 唇 口 蓋 裂 児 の １ 吸 啜 サ イ ク ル 時 間 は ， 健 常

乳 児 よ り も 短 く ， 口 唇 形 成 術 前 と 比 較 し て 術 後 お

よ び ３ か 月 後 で 延 長 傾 向 が 認 め ら れ た が ， 差 は み

ら れ な か っ た ．  

２ ） 口 輪 筋 の ピ ー ク 時 筋 活 動 量 は ， 術 前 に お い て

は 健 常 乳 児 と 差 が な か っ た の に 対 し ， 術 後 お よ び

３ か 月 後 で は 有 意 に 大 き な 値 を 示 し た ．  

３ ） 舌 骨 上 筋 群 の ピ ー ク 時 筋 活 動 量 は 健 常 乳 児 よ

り 有 意 に 小 さ く ， 術 前 ， 術 後 ， ３ か 月 後 で は 差 が

な か っ た ．  

４ ） 舌 骨 上 筋 群 の ピ ー ク 時 間 お よ び ピ ー ク 時 間 割

合 は ， １ 吸 啜 サ イ ク ル の 後 半 に 位 置 す る 健 常 乳 児

に 対 し ， 口 唇 口 蓋 裂 児 は 中 盤 に 位 置 し て い た ．  

５ ） 口 唇 口 蓋 裂 児 の 舌 骨 上 筋 群 の 筋 電 図 積 分 値 移

動 曲 線 は 起 伏 が 不 明 瞭 で あ り ， 口 腔 周 囲 筋 協 調 パ

タ ー ン は 健 常 乳 児 と は 異 な っ て い た ．  

 以 上 の こ と か ら ， 口 唇 口 蓋 裂 児 は 健 常 乳 児 よ り
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も １ 吸 啜 サ イ ク ル 時 間 が 短 く ， 口 輪 筋 の 活 動 が 大

き い こ と が 明 ら か と な っ た ． ま た 舌 骨 上 筋 群 の 活

動 は 小 さ く ， ピ ー ク が 中 盤 に 位 置 し て い た こ と か

ら ， 健 常 乳 児 と は 異 な っ た 筋 協 調 パ タ ー ン で 吸 啜

運 動 を 行 っ て い る こ と が 示 唆 さ れ た ．  

 

 

本 研 究 に 関 連 し ， 利 益 相 反 関 係 に あ る 企 業 な ど

は な い ．  
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平 野 洋 子 ， 堀 内 信 子 ． 口 唇 口 蓋 裂 児 の 早 期 療 育 に

関 す る 研 究  第 １ 報  早 期 指 導 シ ス テ ム ， 出 生 時

家 族 カ ウ ン セ リ ン グ と 初 診 時 実 態 に つ い て ． 小 児

歯 誌 ． 1 9 9 4 ； 3 2 ： 1 - 1 3 ．  

1 5 ）篠 原 ひ と み ，中 新 美 保 子 ．唇 顎 口 蓋 裂 児 の H o t z

床 装 着 前 後 の 哺 乳 の 変 化 ． 母 性 看 護 ． 2 0 0 5 ； 4 6 ：

1 3 4 - 1 3 6 .   

1 6 ）K a t a s h i m a  H ，A r a k a k i  K ，T e n g a n  T  a n d  S u n a k a w a  

H ． M a x i l l o f a c i a l  m o r p h o l o g y  b y  d e v e l o p m e n t a l  

s t e p s  i n  p a t i e n t s  w i t h  u n i l a t e r a l  c l e f t  l i p  a n d  p a l a t e  

- A t t e m p t  o f  n e w  e v a l u a t i o n  m e t h o d  e m p l o y i n g  

r o e n t g e n o g r a p h i c  c e p h a l o m e t r y - ． J ． J p n ． C l e f t  

P a l a t e  A s s o c ． 2 0 1 2 ； 3 7 ： 9 - 1 2 ．  

1 7 ）松 本 美 樹 ，真 野 樹 子 ，中 谷 地  舞 ，三 條 恵 介 ，

藤 本  舞 ， 時 岡 一 幸 ， 中 塚 貴 志 ， 鐘 ヶ 江 晴 秀 ， 須

田 直 人 ． 術 前 顎 矯 正 後 に 歯 肉 骨 膜 形 成 術 と 口 唇 形
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成 術 及 び F u r l o w 変 法 に よ る 口 蓋 形 成 術 を 施 行 し た

片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 ５ 例 の 顎 態 と 歯 列 に 関 す る 短 期

的 評 価 ． 日 口 蓋 誌 ． 2 0 1 3 ； 3 8 ： 2 7 7 - 2 8 4 ．  

1 8 ）石 田  彩 ，秦  雄 一 郎 ，玉 置 幸 雄 ，久 永  豊 ，

石 川 博 之 ， 木 下 浩 二 ， 大 慈 弥 裕 之 ． 片 側 性 口 唇 口

蓋 裂 患 者 に お け る 術 前 顎 矯 正 治 療 に よ る 歯 槽 形 態

の 変 化 ． 日 口 蓋 誌 ． 2 0 1 0 ； 3 5 ： 1 - 8 ．  

1 9 ） V  S h e t t y ， H ． J ． V y a s ， S ． M ． S h a r m a  a n d  H ．

F ． S a i l e r ． A  c o m p a r i s o n  o f  r e s u l t s  u s i n g  

n a s o a l v e o l a r  m o u l d i n g  i n  c l e f t  i n f a n t s  t r e a t e d  

w i t h i n  1  m o n t h  o f  l i f e  v e r s u s  t h o s e  t r e a t e d  a f t e r  

t h i s  p e r i o d： d e v e l o p m e n t  o f  a  n e w  p r o t o c o l ． J ．O r a l  

M a x i l l o f a ． S u r g ． 2 0 1 2 ； 4 1 ： 2 8 - 3 6 ．  

2 0 ） 篠 原 ひ と み ， 中 新 美 保 子 ， 小 林 春 男 ． 唇 顎 口

蓋 裂 児 の ビ ン 哺 乳 時 に お け る 顔 面 筋 の 動 き - H o t z

床 装 着 前 後 の 比 較 - ．川 崎 医 療 福 祉 学 誌 ．2 0 0 5； 1 5：

7 5 - 8 4 ．  

2 1 ） 森 山 誠 士 ． 片 側 性 （ 顎 口 蓋 ） 裂 患 者 の 哺 乳 時

上 唇 運 動 の 筋 電 図 学 的 分 析 ．日 口 蓋 誌 ． 2 0 0 3； 2 8 ：

2 8 - 4 0 ．  

2 2 ） 田 村 康 夫 ， 堀 川 容 子 ， 林  努 ， 吉 田 定 宏 ． 口

腔 内 ビ デ オ カ メ ラ を 通 し て み た 乳 児 の 吸 啜 時 舌 運

動 と 口 腔 周 囲 筋 活 動 の 協 調 ． 顎 機 能 誌 ． 1 9 9 5； 2 ：

1 9 - 2 6 .  

2 3 ） 堀 川 容 子 ， 加 納 章 夫 ， 田 村 康 夫 ． 哺 乳 時 に お
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け る 舌 運 動 と 口 腔 周 囲 筋 筋 活 動 お よ び 吸 啜 波 の 協

調 ． 小 児 歯 誌 ． 1 9 9 4 ； 3 3 ： 9 9 - 1 1 0 ．  

2 4 ） 松 下  繁 ， 堀 川 容 子 ， 田 村 康 夫 ， 吉 田 定 宏 ．

乳 児 吸 啜 運 動 時 の 口 腔 周 囲 筋 筋 活 動 と 時 間 的 変 化 ．

小 児 歯 誌 ． 1 9 9 4 ； 3 2 ： 8 1 7 - 8 2 5 ．  

2 5 ） 仲 岡 佳 彦 ， 田 村 康 夫 ． 筋 電 図 積 分 値 移 動 曲 線

法 を 用 い た 乳 児 吸 啜 時 に お け る 筋 協 調 パ タ ー ン の

解 析 ． 小 児 歯 誌 ． 1 9 9 9 ； 3 7 ： 9 1 5 - 9 3 2 ．  

2 6 ） 小 倉 英 稔 ， 佐 野 祥 美 ， 近 藤 亜 子 ， 近 藤  俊 ，

田 村 康 夫 ． 口 唇 口 蓋 裂 児 の 口 唇 形 成 が 吸 啜 機 能 に

及 ぼ す 効 果 ． 小 児 歯 誌 ． 2 0 1 5 ； 5 3 ： 6 9 - 8 0 .  

2 7 ）平 川  崇 ，佐 藤 麻 衣 子 ，宮 崎 英 隆 ，松 本  亨 ，

三 島 木 節 ， 小 林 眞 司 ， 安 村 和 則 ， 山 本  康 ， 鳥 飼

勝 行 ． 片 側 性 唇 顎 口 蓋 裂 の 術 前 矯 正 に よ る 治 療 成

績 ． 日 口 蓋 誌 ． 2 0 0 4 ； 2 9 ： 2 8 7 - 2 9 7 ．  

2 8 ）J u l i e ．R ，B ．A p p ，G r a d ．D i p ．A  r e v i e w  o f  f e e d i n g  

i n t e r v e n t i o n s  f o r  i n f a n t s  w i t h  c l e f t  p a l a t e ． C l e f t  

p a l a t e  C r a n i o c  J ． 2 0 0 4 ； 4 1 ： 2 6 8 - 2 7 8 ．  

2 9 ） K o g o  M ， O k a d a  G ，  I s h i i  S ，  S h i k a t a  M ，  I i d a  

S  a n d  M a t s u y a  T ． B r e a s t  f e e d i n g  f o r  c l e f t  l i p  a n d  

p a l a t e  p a t i e n t s ， u s i n g  t h e  H o t z - t y p e  p l a t e ．  C l e f t  

P a l a t e  C r a n i o f a c  J ． 1 9 9 7 ； 3 4 ： 3 5 1 - 3 5 3 .  

3 0 ） S u z u k i  K ， Y a m a z a k i  Y ， S e z a k i  K  a n d  N a k a k i t a  

N ． T h e  e f f e c t  o f  p r e o p e r a t i v e  u s e  o f  o r t h o p e d i c  

p l a t e  o n  a r t i c u l a t o r y  f u n c t i o n  i n  c h i l d r e n  w i t h  c l e f t  
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l i p  a n d  p a l a t e ．C l e f t  P a l a t e  C r a n i o f a c  J ． 2 0 0 6； 4 3 ：

4 0 6 - 4 1 4 ．  

3 1 ） R a n d a l l  P ． A  t r i a n g u l a r  f l a p  o p e r a t i o n  f o r  t h e  

p r i m a r y  r e p a i r  o f  u n i l a t e r a l  c l e f t s  o f  l i p ． P l a s t  

R e c o n s t r  S u r g ． 1 9 5 9 ； 2 3 ： 3 3 1 - 3 4 7 ．  

3 2 ）芥 子 川 浩 子 ，原 田  洋 ，龍 崎 健 栄 ，田 村 康 夫 ．

乳 幼 児 の 咀 嚼 筋 発 達 に お け る 咀 嚼 筋 筋 協 調 パ タ ー

ン の 変 化 ． 小 児 歯 誌 ． 1 9 9 9 ； 3 7 ： 3 3 3 - 3 4 7 ．  

3 3 ） K h a n  M ， U l l a h  H ， N a z  T ， I q u b a l  T ， T a h i r  M  a n d  

U l l a h  O ． A  r e v i s e d  c l a s s i f i c a t i o n  o f  c l e f t  l i p  a n d  

p a l a t e ． C a n  J  P l a s t  S u r g ． 2 0 1 3 ； 2 1 ： 4 8 - 5 0 ．  

3 4 ） 中 島 謙 二 ， 青 木 浩 子 ， 加 藤  敬 ， 田 村 康 夫 ．

乳 房 お よ び 人 工 乳 首 吸 啜 時 の 筋 電 図 学 的 比 較 ． 小

児 歯 誌 ． 1 9 9 7 ； 3 5 ： 9 2 6 - 9 3 5 ．  

3 5 ）T a m u r a  Y ，M a t s u s h i t a  S ，A o k i  H ，N a k a s h i m a  K ，

H i g u c h i  M  a n d  S a d a h i r o  Y o s h i d a ． D e v e l o p m e n t  o f  

p e r i o r a l  m u s c l e  a c t i v i t y  d u r i n g  b r e a s t  f e e d i n g  i n  

i n f a n t s :  F o l l o w - u p  s t u d y ． P e d  D e n t  J ． 1 9 9 6 ； 6 ：

1 0 1 - 1 0 6 .  

3 6 ） T a m u r a  Y ， H o r i k a w a  Y  a n d  Y o s h i d a  S ．

C o - o r d i n a t i o n  o f  p e r i o r a l  m u s c l e  a c t i v i t y  a n d  

t o n g u e  m o v e m e n t  d u r i n g  s u c k l e  f e e d i n g ， e d ．

M o r i m o t o  e t  a l ． B r a i n  a n d  o r a l  f u n c t i o n s  O r a l  

f u n c t i o n  a n d  d y s f u n c t i o n ， A m s t e r d a m ： E l s e v i e r  

S c i e n c e  B ． V ．； 1 9 9 5 ： 5 5 9 - 5 6 3 ．  
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3 7 ） 松 下  繁 ， 林  努 ， 下 郷  惠 ， 王  歓 ， 田 村

康 夫 ． 乳 児 の 発 達 に 伴 う 吸 啜 時 の 口 腔 周 囲 筋 筋 活

動 の 変 化  第 １ 報  乳 房 哺 乳 時 児 で の 横 断 的 検 討 ．

小 児 歯 誌 ． 1 9 9 5 ； 3 3 ： 1 0 4 2 - 1 0 4 7 ．  

3 8 ）松 原 ま な み ，中 島 謙 二 ，仲 岡 佳 彦 ，田 村 康 夫 ，

吉 田 定 宏 ． 人 工 乳 首 の 特 性 に 関 す る 実 験 的 研 究 ．

小 児 歯 誌 ． 1 9 9 5 ； 3 4 ： 2 0 1 - 2 0 7 .  

3 9 ） 新 中 須 真 菜 ． 唇 顎 口 蓋 裂 児 の 哺 乳 に 関 す る 研

究 - 上 唇 筋 電 図 な ら び に 口 腔 内 圧 力 の 分 析 - ． 日 口

蓋 誌 ． 2 0 0 5 ； 3 0 ： 1 2 - 2 8 ．  

4 0 ） W e b e r  F ， W o o l r i d g e  M ． W ， a n d  J ． D  B r o w n ．

A n  u l t r a s o n o g r a p h i c  s t u d y  o f  t h e  o r g a n i z a t i o n  o f  

s u c k i n g  a n d  s w a l l o w i n g  b y  n e w b o r n  i n f a n t s ． D e v  

M e d & C h i l d  N e u r o l ． 1 9 8 6 ； 2 8 ： 1 9 - 2 4 .  

4 1 ） T a m u r a  Y ， H o r i k a w a  Y  a n d  Y o s h i d a  S ．

C o - o r d i n a t i o n  o f  t o n g u e  m o v e m e n t s  a n d  p e r i - o r a l  

m u s c l e  a c t i v i t i e s  d u r i n g  N u t r i t i v e  S u c k i n g ． D e v  

M e d & C h i l d  N e u r o l ． 1 9 9 6 ； 3 8 ： 5 0 3 - 5 1 0 ．  

4 2 ） 高 木 律 男 ， 福 田 純 一 ， 小 野 和 宏 ， 飯 田 明 彦 ，

朝 日 藤 寿 一 ， 寺 田 員 人 ， 齊 藤  功 ． H o t z 床 併 用 二

段 階 口 蓋 形 成 法 の 長 期 予 後 - 片 側 症 例 の 成 長 終 了

時 側 面 頭 部 エ ッ ク ス 線 規 格 写 真 に よ る 評 価 - ．日 口

蓋 誌 ． 2 0 0 6 ； 3 1 ： 2 4 5 - 2 5 2 ．  

 

 


